
チューニング・取り扱いアドバイス 　　 Maintenance 　　

スネアドラム
弾力のなくなった古いヘッドを調整するのは難しいものです。
1年以上使用しているようなものは、ぜひ新しいものに交換して
チューニングをしてみてください。
スネアドラムが生き返りますよ。そして、この機会にバラバラに
されたパーツをきれいに磨きましょう。

新しいヘッドは最初少し伸びるので、高めに張っておくと数日後に落ち着
きます。２～３日たってから再度チェックします。全体を平均に締め上げ
ていきます。あまり神経質にならなくても大丈夫ですよ。表も裏もほぼ
同じ程度にしっかり張ってください。目安としては、声で共鳴させて、
Ｂ♭～Ｃくらいで胴が響く程度まで張ります。手で押さえてしっかり
なじませなす。（裏はやりすぎないように）

スナッピーは裏ヘッドの中心にあたるように、少しだけ気を
使って取り付けます。まっすぐに付くように気をつけて・・・。
後で調整用のネジで対応できるようにゆとりを持ってテープを
固定してください。

最後にスナッピーをＯＮにしたとき、適度な響きになるように
ネジで調節します。
パリッと歯切れの良い響きになるよう張ってください。
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